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　任命式では、子ども議員へ任命書と子ど

も議員バッチが交付され、議員としての第

一歩を歩み出しました。初めは緊張と戸惑

いを見せていた子どもたちですが、バッチ

をつけると議員としての自覚にあふれてき

ました。

　議場への入退場は必ず一礼することや、はっ

きりと大きな声で発言をすることをはじめ、議

員に見守られながら、議長の議事進行や、質問

をする手順を学びました。

任命式

リハーサル

任命書の交付

議員バッチの授与

説明を受ける子ども議長

発言練習する子ども議員

子ども議会を 開催しました子ども議会を 開催しました子ども議会を 開催しました



　「子ども議会」は町内の子どもたちが子ども議員として、川島町のまちづくりに

ついて考え、町執行部に質問する体験を通して、行政や議会の仕組みを理解し、よ

り身近に感じることを目的として開催しました。

　ここでの経験が、大人と一緒に町づくりを考えるきっかけになればよいと願って

おります。
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子ども議会ってなに？

子ども議会の開催にあたり

子ども議会を子ども議会を子ども議会を

令和元年度川島町子ども議
会に参加し、大勢の前で緊
張しつつも質問、意見を述
べる事ができたように思い

ます。子ども議会参加後は川島町について
以前に増して調べる機会が増えました。
　より住みやすい町づくりに、参加した子
どもたちの、様々な意見が反映されたら嬉
しく思います。

伊草小学校

猪鼻　憲子さん
「特別な体験」の場をご提供
いただいた町議会、議員の
皆様にお礼申し上げます。
　子どもが川島の今と将来

を考える大きなきっかけになりました。子
どもなりに一生懸命考えた質問に丁寧で分
かりやすいお答えをいただいたことも子ど
もの心に残り、財産になったと思います。
ありがとうございました。

つばさ南小学校

矢内　孝司さん

保護者の声 保護者の声

　昨今の議会を取り巻く状況は議員のなり手不足や投票率の低下等

が深刻な課題とされており、国民の政治への関心の薄れを感じてい

るところです。

　そのような状況から、川島町の子どもたちには議会の重要性を理

解し、関心を持ってもらいたいという思いで、子ども議会の開催を決定いたしました。

　しかしながら、議会主催ということで戸惑いもありましたが、実行委員会やプロジェ

クトチームを中心に議会が一丸となり、学校や保護者等にもご協力をいただき開催す

ることができました。　

　議場での子どもたちの質問は非常に立派な内容で、町に対する熱い想いを感じ取る

ことができ、我々議員も身の引き締まる思いでした。ご協力いただいた児童たちをは

じめ、保護者、学校関係者等各位に対しお礼申し上げます。

川島町議会
爲水 順二議長
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一
か月健診の助成

中山小学校グラウンド改修
事
業

　中山小学校のグラウンドの
水はけを良くし、雨天後も使
用しやすいよう改修を行い、
児童の学習環境の向上を図り
ます。

　母子の心身の健康促進と
子育て世帯の経済的負担の
軽減を目的に、乳児の１
か月健診と母親の産後１
か月健診の費用について
助成を始めます。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
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町民のスポーツ環
境の
充実

い
ち

じく
雨除
傘購入

補助金

　町民体育館の照明をＬＥ
Ｄ化することで、環境に
配慮するとともにスポー
ツ環境の充実を図ります。

　特産品いちじくの品質向上
を目指し腐敗果対策として雨
除け傘の購入費（７０００枚
予定）補助金制度が新設さ
れました。

第３子以降私立幼稚園
保育料無料化事業
３００万円



※写真は近隣の戸別受信機

災害情報伝達検討委員会からの報
告を受け、災害時の情報伝達手段
を強化するため、防災行政無線を
再構築します。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄

りまで地域でふれあう機会の充実

　幅広い世代の
人々が、各自の
興味・関心・競技
レベルに合わせて、
さまざまなスポーツ
に触れる機会を提供
す る 総 合 型 地 域 ス
ポーツクラブの運営を
支援します。

防災行政無線を再
構
築
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樹木の伐採等を進める安藤川

　

令
和
元
年
台
風
19
号
に
お
い
て
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
た
、
入
間
川
流
域
関

係
機
関
（
川
越
市
、
坂
戸
市
、
川
島
町
、

埼
玉
県
、
国
）
が
連
携
し
「
入
間
川
流

域
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

発
足
。①
河
道
の
流
下
能
力
の
向
上
②
遊

水
機
能
の
確
保
③
土
地
利
用
の
制
限
等

を
進
め
る
と
し
て
お
り
、
早
急
な
対
応

を
連
携
し
て
進
め
る
も
の
で
す
。

総務経済建設常任委員会

区長が非常勤特別職でなくな
る理由は。
地方自治法の改正により、非
常勤特別職員としての任用要
件が厳格化されたため、区長
職を除外するものです。

問

答

菅間一元氏より 5,000 万円
の寄付を受け歴史文化基金を
設置するが、その使い道は。
町の歴史文化の保全及び芸術
文化の振興に活用していく。
例えば、町の歴史文化をビジュ
アル化し、50 年、100 年後
の後世に残すこと等に活用し
たいと考えています。

問

答

イベントを開催する場合、飲
食など提供はできるのか。ま
た、開始時間は9時とあるが、
早めることは可能か。
営利のみを目的とした販売は
禁止ですが、それ以外は提供
できます。また開始時間は、
地域の使い方により柔軟に対
応して参ります。

問

答

非常勤特別職の報酬等改正 歴史文化基金の設置 小学校廃校施設の管理

町のマスコットキャラクター
の進捗状況は。
ワークショップを3回開催し、
延べ 28 人の方が参加、そこ
で出来上がったストーリーを
基にデザインを募集中。令和
2 年度に応募の中からリ
ニューアル案を決定して行く
予定です。

問

答

かわみんタクシーの町として
の運行負担は。
2 月 1 日からタクシー料金が
改定され、町負担が増えてい
ます。このため令和 2 年度予
算は 1,800 万円計上してい
ます。

問

答

配水管の耐震化と平沼・吹塚
浄水場の水害対策は。
配水管の耐震化は、指定避難
所までを優先し、令和 9 年度
までに実施予定です。浄水場
の水害対策は、非常用自家発
電機を設置しており、また燃
料の供給協定を町内業者と結
んでいます。

問

答

マスコットキャラクター かわみんタクシー 　水道管の耐震化

蕪橋付近（飯島排水と安藤川の合流地点）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
拡

大
に
よ
り
川
島
町
で
も
小
中
学
校
の
休
校

や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
多
大
な
影
響
が

出
て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
感
染
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に

正
し
く
手
洗
い
を
す
る
な
ど
一
人
一
人
が

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

感染症対策のポイント
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国民健康保険における高額療
養費の上位は。
令和元年度における上位３つ
は、頸椎損傷、心不全、心疾
患で、金額では医療費総額と
しては頸椎損傷が約７００万
円、心不全、心疾患が約４０
０万円です。

問

答

問

答

問
答

問

答

中山小学校グラウンド改修工
事の内容は。
排水を良くするため U 字側溝
の設置や浸透した水を排出す
るのにチューブ型の暗渠排水
管を設置します。さらに混合
土を入れ土壌改良を行います。

問

答

全小中学校に LAN整備される
のか。
全小中学校の普通教室、特別
教室、体育館等授業を行う場
所に LAN 整備しノートパソ
コンも導入する予定です。

問

答

ごみ焼却施設の今後の考え方
は。
既存の施設の延命を図ってい
くなかで、組合への加入や民
間への委託など新しいごみ処
理方法を考えていきます。

母子の１か月健診助成金の内
容は。
母子の 1 か月健診受診後に領
収書を持参して頂いて助成し
ます。母子をセットで助成す
るのは県内で川島町が初です。
母親の産後うつ病の予防や子
どもの問題の早期発見に有効
です。

小中一貫校の考えは。
川島中学校の中に、小学校を
入れるイメージを持っていま
すが、小学校を中学校に入れ
るには、中学校の深いプール
など改修や小学校低学年の対
応など課題もあります。

医療費最高額約700万円 中山小学校グラウンド整備 GIGAスクール構想

　ごみ焼却施設 母子健診助成 小中一貫校

文教厚生常任委員会
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（※

議
員
名
は
、
議
席
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

加
藤
　
　
進

渋
谷
　
幸
司

矢
内
　
秀
憲

粕
谷
　
克
己

柴
田
　
一
典

稲
村
美
代
子

小
峯
　
松
治

新
井
　
悦
子

爲
水
　
順
二

森
田
　
敏
男

道
祖
土
　
証

石
川
　
征
郎

菊
地
　
敏
昭

小
高
　
春
雄

上 程 さ れ た 議 案

議 員 氏 名

※「○」は賛成、「×」は反対を表しています。また、「―」は議長もしくは退席のため表決しておりません。

各 議 員 の 賛 否

結
　
　
　
果

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

可決

可決

可決

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ × ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決
可決
可決
可決
可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決

可決

条例の制定
川島町地域福祉基金条例を廃止する条例を定め
ることについて
川島町菅間一元歴史文化基金条例を定めること
について
川島町廃校施設の開放及び管理に関する条例を
定めることについて
条例の一部改正
川島町印鑑条例の一部を改正する条例を定める
ことについて
川島町水防団条例の一部を改正する条例を定め
ることについて
川島町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を
改正する条例を定めることについて
非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償等の支給
に関する条例の一部を改正する条例を定めるこ
とについて
川島町特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例を定めることについて
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正
する条例を定めることについて
令和元年度 補正予算
令和元年度川島町一般会計補正予算（第８号）
令和元年度川島町国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）
令和元年度川島町下水道事業特別会計補正予算
（第３号）
令和元年度川島町介護保険特別会計補正予算
（第２号）
令和元年度川島町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）
令和２年度 当初予算
令和２年度川島町一般会計予算
令和２年度川島町国民健康保険特別会計予算
令和２年度川島町学校給食費特別会計予算
令和２年度川島町介護保険特別会計予算
令和２年度川島町後期高齢者医療特別会計予算
令和２年度川島町水道事業会計予算
令和２年度川島町下水道事業会計予算
町道路線の認定
町道路線の認定について（町道４７２１号線）
指定管理者の指定
川島町老人福祉センター「やすらぎの郷」及び
川島町デイ・サービスセンター「やすらぎの郷」
指定管理者の指定について
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町の考えを問う
町政一般質問要旨 ３月１３日、１４日に一般質問が行われました。

町の考えを問う
町政一般質問要旨 ３月１０日、１１日、１２日に一般質問が行われました。

※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。
※質問項目の区分により太字にしています。

栗
岩
　
輝
治
　
議
員

小
峯
　
松
治
　
議
員

新
井
　
悦
子
　
議
員

柴
田
　
一
典
　
議
員

渋
谷
　
幸
司
　
議
員

渋
谷
　
幸
司
　
議
員

稲
村
　
美
代
子
　
議
員

稲
村
　
美
代
子
　
議
員

小
峯
　
松
治
　
議
員

加
藤
　
　
進
　
議
員

加
藤
　
　
進
　
議
員

新
井
　
悦
子
　
議
員

柴
田
　
一
典
　
議
員

菊
地
　
敏
昭
　
議
員

菊
地
　
敏
昭
　
議
員

１ 

公
立
学
校
へ
の
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
導
入
に
つ
い
て

２ 

避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
支
援
計
画
に
つ
い
て

３ 

越
辺
川
土
手
で
発
生
し
た
噴
砂
に
つ
い
て

１ 

か
わ
み
ん
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

２ 

外
国
人
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て

１ 

町
の
環
境
対
策
に
つ
い
て
（
ご
み
処
理
）

２ 

町
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

３ 

情
報
提
供
に
つ
い
て

１ 

町
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

２ 

健
康
増
進
に
つ
い
て

１ 

関
係
人
口
の
創
出
に
つ
い
て

２ 

平
成
の
森
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

小
高
　
春
雄
　
議
員

小
高
　
春
雄
　
議
員

１ 

伊
草
地
区
産
業
廃
棄
物
の
山
撤
去
に
つ
い
て

２ 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ご
み
処
理
場
を
イ
ン
タ
ー
南
開
発
及
び

　

 

そ
の
周
辺
に

粕
谷
　
克
己
　
議
員

粕
谷
　
克
己
　
議
員

１ 

令
和
２
年
度
か
ら
の
学
校
跡
地
・
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て

２ 

川
島
町
廃
校
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
に

　

 

つ
い
て

３ 

小
学
校
規
模
適
正
化
の
推
進
と
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

４ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
・
研
究
事
業
に
つ
い
て

石
川
　
征
郎
　
議
員

石
川
　
征
郎
　
議
員

１ 

日
高
・
川
島
線
の
そ
の
後
に
つ
い
て

２ 
新
江
川
の
堤
防
の
か
さ
上
げ
に
つ
い
て

３ 
中
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

１ 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
場
の
追
加
登
録
に
つ
い
て

２ 

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

３ 

農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

矢
内
　
秀
憲
　
議
員

矢
内
　
秀
憲
　
議
員

道
祖
土
　
証
　
議
員

道
祖
土
　
証
　
議
員

１ 

防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

２ 

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
対
策
に
つ
い
て

３ 

ご
遺
族
支
援
（
お
く
や
み
）
コ
ー
ナ
ー
設
置
に
つ
い
て

１ 

当
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
対
応
に
つ
い
て

２ 

町
民
体
育
祭
に
つ
い
て

１ 

幼
保
無
償
化
と
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
へ
の
支 

　

 

援
に
つ
い
て

　
　
公
立
学
校
の
教
員
に
１
年
単
位

の
変
形
労
働
制
導
入
に
つ
い
て
町
の

考
え
は
。

答　

勤
務
時
間
の
上
限
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
超
え
る
年
間
３
６
０

時
間
以
上
の
時
間
外
勤
務
を
行
っ
て

い
る
教
員
が
、
小
学
校
で
82
・
１
％
、

中
学
校
で
60
・
８
％
い
ま
す
。
小
学

校
も
中
学
校
も
空
き
時
間
が
と
れ
な

い
先
生
が
多
く
、
４
時
か
ら
会
議
や

授
業
準
備
等
を
す
る
と
、
ど
う
し
て

も
２
時
間
く
ら
い
残
業
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
業
務
の
見
直
し
が
町
で

も
大
き
な
課
題
で
す
。
先
生
方
や
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
働

き
方
改
革
に
な
る
よ
う
に
、
し
っ
か

り
と
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

問　

避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
支
援

計
画
の
作
成
状
況
は
。

答　

災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

支
援
を
要
す
る
方
に
は
、「
防
災
カ
ー

ド
」
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
登
録

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
６
４
１
名
の

方
に
同
意
を
い
た
だ
い
て
、
地
区
へ

情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
地
域
の
自
治

会
や
自
主
防
災
会
の
共
助
に
よ
る
支

援
が
大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。
障
が

い
の
重
い
方
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

な
ど
を
利
用
し
て
事
前
避
難
が
重
要

で
す
。
ま
た
、町
外
の
福
祉
避
難
所
も
、

３
月
中
に
は
１
か
所
と
協
定
が
結
べ

る
見
込
み
で
す
。

問　

越
辺
川
土
手
で
発
生
し
た
噴
砂

に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答　

八
幡
１
丁
目
か
ら
４
丁
目
に
か

け
て
、
約
80
ｍ
に
わ
た
っ
て
旧
河
川

跡
に
築
堤
さ
れ
た
箇
所
が
あ
り
、
堤

防
の
基
礎
箇
所
は
新
し
い
土
砂
で
埋

め
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
他
の
箇
所

と
比
べ
て
脆
弱
な
地
質
で
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
国
が
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
を
し
て
鋭
意
分
析
中
で
す
。

　

いっぱん質問

公
立
学
校
教
員
に
変
形
労
働
制

導
入
は
。

県
の
動
向
を
見
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。

やし ぶ じこ うやし ぶ じこ う

渋　谷　　幸　司渋　谷　　幸 司噴砂現場のボーリング調査
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救急医療のために
活躍するドクターヘリ

（
か
わ
み
ん
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
）

問　

昨
年
度
の
利
用
登
録
者
の
月
平

均
人
数
は
。　

答　

平
成
30
年
度
の
月
平
均
登
録
者

数
は
、
39
・
６
名
で
、
現
在
の
登
録

者
数
の
合
計
は
２
７
９
４
名
で
す
。

問　

昨
年
度
の
申
請
か
ら
発
行
ま
で

の
土
・
日
を
含
め
た
平
均
日
数
は
。

答　

6.5
日
で
す
。

問　

先
日
、
登
録
者
証
が
届
く
ま
で

11
日
か
か
っ
た
と
い
う
町
民
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。
土
日
・
祝
日
が
重
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
事
務
手
続
き

の
見
直
し
等
を
行
い
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

答　

決
裁
の
方
法
を
見
直
し
、
す
で

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

（
外
国
人
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
）

問　

義
務
教
育
相
当
年
齢
の
う
ち
外

国
籍
児
は
何
名
か
。
そ
の
う
ち
、
不

就
学
の
生
徒
は
い
る
か
。

答　

外
国
籍
児
童
・
生
徒
は
現
在
20

名
で
、
全
て
の
児
童
・
生
徒
が
町
内

の
小
中
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

問　

役
場
に
は
、
外
国
語
変
換
が
で

き
る
機
器
が
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
性
能
か
。
小

中
学
校
に
は
導
入
で
き
な
い
か
。

答　

昨
年
12
月
に
Ａ
Ｉ
通
訳
機
を
１

台
購
入
し
ま
し
た
。
74
言
語
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
各
校
の
人
数

を
踏
ま
え
、
整
備
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

浜
松
市
で
は
、
外
国
人
児
童
の

国
の
言
葉
で
授
業
を
行
う
試
み
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
日
本
人
児
童
が

「
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
」
体
験
を
す

る
こ
と
で
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う

取
り
組
み
で
す
。
町
の
考
え
は
。

答　

貴
重
な
指
摘
と
受
け
止
め
ま
す
。

　

かわみんタクシー

か
わ
み
ん
タ
ク
シ
ー
登
録

手
続
き
の
短
縮
を
。

決
裁
の
方
法
を
見
直
し
ま
し
た
。

い な む ら こみ よい な む ら こみ よ

稲村　　美代子稲村　　美代子

（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
場
の
追
加

に
つ
い
て
）

問　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
現
地
で
の

治
療
を
可
能
と
し
、
重
篤
患
者
へ
の

一
刻
も
早
い
救
急
医
療
の
提
供
を
支

え
て
い
ま
す
。
当
町
で
は
、
こ
の
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
場
と
し
て
、

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
は
、
未

だ
旧
出
丸
小
・
中
山
小
・
伊
草
小
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の
町

の
救
急
医
療
体
制
の
充
実
化
の
た
め

に
も
、
消
防
局
と
協
議
の
上
、
登
録

す
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答　

追
加
登
録
に
向
け
て
、
消
防
局

と
調
整
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
い
て
）

問　

昭
和
59
年
１
月
に
導
入
さ
れ
て

以
来
、
36
年
が
経
過
し
た
現
行
の
ア

ナ
ロ
グ
式
の
防
災
無
線
は
、
老
朽
化

及
び
電
波
法
改
正
に
よ
り
、
３
年
後

に
は
運
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

防
災
・
減
災
の
面
か
ら
、
こ
れ
か
ら

は
災
害
に
備
え
る
「
備
災
」
を
意
識
し
、

防
災
行
政
無
線
の
改
善
を
求
め
る
が
、

町
の
考
え
は
。

答　

検
討
委
員
会
か
ら
は
、
戸
別
受

信
機
を
主
体
と
す
る
こ
と
が
適
切
と

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
、
地

域
説
明
会
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　

戸
別
受
信
機
の
場
合
、
自
動
に

起
動
す
る
機
能
は
。
ま
た
、
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
も
デ
ジ
タ
ル
式
に
替
え
て
、

放
送
塔
と
し
て
残
す
考
え
は
。

答　

機
能
や
残
す
本
数
は
検
討
し
、

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
も
デ
ジ
タ
ル
化
を

し
、
継
続
的
な
運
用
を
考
え
ま
す
。

（
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
）

問　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
、「
農
業
女

子
」
推
進
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

答　

農
業
体
験
や
料
理
教
室
な
ど
を

対
象
に
積
極
的
に
支
援
を
行
い
ま
す
。や な いや な い か つひ でひ で の りの り

矢 内　　秀 憲矢 内　　秀 憲

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
場
の

追
加
登
録
を
。

追
加
登
録
に
向
け
て
消
防
局
と

調
整
を
し
ま
す
。



い し か わ おゆ くい し か わ おゆ く

石 川　　征 郎 石 川　　征 郎 
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いっぱん質問

災
害
時
に
校
庭
を
駐
車
場
に

使
用
は
。

整
備
に
合
わ
せ
て
で
き
る
限
り

利
用
可
能
に
し
ま
す
。

問　

災
害
時
に
校
庭
を
、
駐
車
場
に
使

用
で
き
る
の
か
。

答　

台
風
19
号
で
、
中
山
小
学
校
に

多
く
の
方
が
避
難
さ
れ
、
駐
車
場
の

確
保
が
困
難
で
、
改
め
て
校
庭
へ
の

避
難
車
両
を
誘
導
す
る
重
要
性
を
認

識
を
し
、
そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
暗

渠
配
水
管
を
設
置
し
、
ぬ
か
り
に
く

い
土
壌
改
良
剤
混
合
土
に
入
れ
か
え
、

降
雨
時
で
も
車
輛
が
乗
り
入
れ
ら
れ
、

２
ｔ
前
後
の
車
輛
が
駐
車
で
き
る
よ

う
に
改
修
整
備
工
事
を
令
和
２
年
度

に
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問　

日
高
・
川
島
線
の
工
事
は
目
に
映

る
よ
う
な
進
捗
が
あ
る
の
か
。

答　

日
高
・
川
島
線
は
県
の
第
２
次

緊
急
輸
送
道
路
で
あ
り
、
そ
の
重
要

性
は
認
識
し
て
お
り
、
現
在
県
で
は

事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
た
交
通
量

の
解
析
を
し
て
お
り
、
解
析
を
も
と

に
整
備
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
て

概
略
設
計
都
市
計
画
の
変
更
手
続
き

を
進
め
る
と
の
こ
と
で
す
。
町
と
し

て
も
早
期
に
工
事
施
工
の
段
取
り
に

な
る
よ
う
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

友
田
橋
付
近
の
堤
防
の
か
さ
上
げ

は
。

答　

台
風
19
号
で
、
新
江
川
友
田
橋

付
近
で
は
、
越
水
に
よ
り
正
直
地
内

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と

か
ら
、
早
急
な
対
応
を
県
に
要
望
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
県
で
は
友
田

橋
上
下
流
部
の
堤
防
天
端
の
舗
装
や

川
裏
堤
防
の
法
面
に
、
大
型
連
接
ブ

ロ
ッ
ク
の
設
置
に
よ
る
堤
防
補
強
な

ど
の
対
策
を
、
次
の
出
水
期
ま
で
に

概
ね
完
成
さ
せ
る
見
込
み
で
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

整備が待たれる友田橋付近の堤防

問　

幼
稚
園
保
育
園
な
ど
の
保
護
者
負

担
金
の
無
償
化
が
、
全
額
国
費
で
始
ま

り
ま
し
た
が
、
２
０
２
０
年
４
月
か
ら

は
、
自
治
体
も
大
き
な
負
担
を
し
て
の

実
施
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
的
な
幼
稚
園
保
育
園
で
は
、
公

立
で
す
と
、
全
額
市
町
村
が
負
担
し
、

私
立
で
す
と
、
国
１
／
２
、
県
１
／
４
、

町
１
／
４
に
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
、
課
題

と
し
て
は
、
非
課
税
世
帯
の
み
の
無
償

化
で
ス
タ
ー
ト
し
た
３
歳
未
満
の
保
育

料
の
対
応
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
動
向

は
。

　

ま
た
、
保
育
園
な
ど
で
、
保
護
者
の

方
か
ら
お
話
を
伺
う
と
、
本
当
は
、
小

さ
い
う
ち
は
自
分
の
手
で
育
て
た
い
と

思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
、
多
く
い

る
の
を
感
じ
ま
す
。

　

以
前
、
養
護
施
設
の
園
長
さ
ん
か
ら

お
話
を
伺
っ
た
際
に
は
、
３
歳
ぐ
ら
い

ま
で
の
子
育
て
の
重
要
性
を
伺
い
ま
し

た
。
泣
き
声
や
、
表
情
、
さ
ま
ざ
ま
な

動
作
に
よ
り
、
自
分
の
意
思
を
伝
え
よ

う
と
す
る
子
ど
も
に
対
し
て
、
時
と
し

て
、
た
っ
ぷ
り
独
占
的
な
愛
情
が
必
要

で
、
そ
れ
以
後
の
心
の
豊
か
さ
に
表
れ

や
す
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

仕
事
を
お
休
み
す
る
な
ど
し
て
、
３

歳
ま
で
自
分
の
手
で
ゆ
っ
く
り
、
じ
っ

く
り
育
て
て
い
る
保
護
者
の
方
へ
、
町

と
し
て
、「
応
援
し
て
ま
す
よ
！
」
と

い
う
思
い
を
込
め
て
、
何
ら
か
の
支
援

を
検
討
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

答　

３
歳
未
満
の
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
国
の
新
し
い
動
き
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
ま
す
。

　

３
歳
ま
で
自
分
の
手
で
育
て
て
い

る
保
護
者
の
方
へ
の
支
援
は
、
何
ら

か
の
形
に
し
て
、
支
援
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幼
保
無
償
化
と
３
歳
未
満
の
子
ど
も

の
保
護
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

何
ら
か
の
形
に
し
て
支
援
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

季節を感じてゆっくり子育て
し ば か ず の りたし ば か ず の りた

柴 田 一 典柴 田 一 典
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問　

農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
、
減
少
、
荒
廃
農

地
の
増
加
等
厳
し
く
、
川
島
町
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
の
町
農
業
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
。

答　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ご

質
問
に
あ
り
ま
す
よ
う
様
々
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
業

は
自
然
環
境
、
景
観
形
成
、
地
域
の

つ
な
が
り
、
行
事
な
ど
暮
ら
し
に
深

く
根
付
い
て
お
り
、
本
町
の
将
来
の

発
展
に
不
可
欠
な
産
業
で
す
。
農
業

の
活
性
化
と
担
い
手
の
確
保
、
農
地

の
集
積
・
集
約
を
進
め
効
率
的
な
営

農
体
制
の
整
備
、
法
人
化
の
推
進
等

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
厳
し
い
農
業

環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
良
い
農

業
環
境
を
次
代
に
繫
げ
て
行
く
た
め
、

し
っ
か
り
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問　

農
地
の
集
積
・
集
約
の
面
積
の

計
画
は
。
ま
た
、
何
人
の
大
規
模
耕

作
者
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

町
の
優
良
農
地
は
、
堤
内
に
約

１
５
０
０
㌶
あ
り
、
現
在
６
２
０
㌶

の
集
積
・
集
約
の
状
況
で
す
。
７
５

０
㌶
を
目
標
に
し
て
お
り
、
10
㌶
以

上
の
耕
作
農
家
が
20
名
い
ま
す
の
で
、

こ
の
方
々
を
中
心
に
お
願
い
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

新
規
就
農
者
の
状
況
は
。

答　

現
在
、
新
規
就
農
者
を
支
援
す

る
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
を
活

用
し
、
10
経
営
体
12
名
が
就
農
し
て

い
ま
す
。
比
企
管
内
で
は
最
も
多
く
、

県
内
で
も
多
い
状
況
で
す
。

問　

町
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
は
。

答　

健
康
長
寿
の
延
伸
や
生
活
の
質

の
向
上
の
実
現
を
目
指
し
、
自
分
の

健
康
は
自
分
で
つ
く
る
こ
と
を
基
本

方
針
と
し
、
健
康
増
進
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

農地の集積と一緒に進める農道整備

将
来
の
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

よ
り
良
い
農
業
環
境
を

次
世
代
に
繋
げ
て
行
く
。

　
　

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
の
解

散
に
つ
い
て
、
今
後
の
町
の
対
策
方
針

は
。

答　

令
和
２
年
３
月
31
日
で
組
合
は

解
散
し
町
は
可
燃
ご
み
を
安
定
的
に

処
理
す
る
た
め
、
焼
却
施
設
の
大
規

模
改
修
工
事
も
視
野
に
修
繕
計
画
を

練
り
直
し
、
費
用
対
効
果
を
考
え
、

今
後
の
可
燃
ご
み
の
処
理
方
法
を
決

定
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

町
の
水
害
対
策
に
つ
い
て
、
昨

年
10
月
12
日
の
台
風
19
号
で
、
被
害
を

受
け
た
方
へ
の
町
の
対
応
は
。

答　

町
を
含
め
29
市
18
町
１
村
の
48

市
町
村
が
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受

け
、
支
援
の
限
度
額
は
30
万
円
で
被

災
さ
れ
た
方
と
最
終
調
整
中
で
す
。

堆
積
し
た
稲
わ
ら
や
農
産
物
の
被
害

に
あ
わ
れ
た
方
々
に
も
災
害
復
旧
事

業
等
で
支
援
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

水
害
対
応
に
関
す
る
様
々
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
各
種
計
画
や
避
難

所
運
営
の
見
直
し
、
町
外
の
大
学
や

民
間
施
設
に
町
民
が
避
難
で
き
る
よ

う
広
域
避
難
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

川
越
市
、
東
松
山
市
、
坂
戸
市
、
川

島
町
と
県
、
国
で
入
間
川
流
域
緊
急

治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
河
川
敷
内
の
樹
木
の
伐
採
や
河
道

内
掘
削
な
ど
流
下
能
力
の
向
上
、
遊

水
地
の
整
備
や
高
台
整
備
を
出
丸
地

区
に
計
画
し
て
お
り
、
具
体
的
な
場

所
や
規
模
等
、
荒
川
上
流
河
川
事
務

所
と
協
議
を
行
い
早
期
実
現
に
整
備

で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

消
防
職
員
Ｏ
Ｂ
や
消
防
団
Ｏ
Ｂ

等
の
皆
様
に
協
力
要
請
の
考
え
は
。

答　

他
の
自
治
体
で
は
、
機
能
別
消

防
団
を
設
置
し
て
い
る
所
も
あ
り
、

制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

都幾川

水
害
対
応
は
。

町
外
広
域
避
難
計
画
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

き く ち あ きと しき く ち あ きと し

菊 地　　敏 昭菊 地　　敏 昭

こ み ね じま つこ み ね じま つ

小　峯　　松　治小　峯　　松　治
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いっぱん質問

高
台
避
難
所
の
場
所
や
規
模
は
。

出
丸
地
区
と
し
、
規
模
は
、

協
議
を
重
ね
ま
す
。

高台避難所のイメージ図

問　

自
然
災
害
か
ら
の
整
備
に
補
正

予
算
が
盛
り
込
ま
れ
た
中
、
住
民
避

難
保
険
の
加
入
は
。

答　

掛
け
金
に
対
し
て
、
支
払
金
額

が
少
な
い
た
め
、
災
害
救
助
基
金
で

の
対
応
を
考
え
ま
す
。

問　

高
台
避
難
所
の
予
定
地
と
規
模

は
。

答　

出
丸
地
区
に
整
備
す
る
こ
と
で

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
規
模
は
、

荒
川
上
流
河
川
事
務
所
と
協
議
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
高
台
整
備
は
、

水
害
対
策
を
進
め
る
う
え
で
町
の
重

要
課
題
で
す
の
で
、
早
期
に
整
備
で

き
る
よ
う
国
と
連
携
し
推
進
し
ま
す
。

問　

小
中
学
校
で
の
避
難
所
利
用
計

画
の
策
定
は
。

答　

地
域
防
災
計
画
で
の
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
策
定
し
ま

す
。

問　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防

止
に
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
へ
の
支

援
と
免
許
証
返
納
者
へ
の
支
援
は
。

答　

サ
ポ
カ
ー
補
助
金
制
度
は
、
発

表
さ
れ
３
月
９
日
か
ら
申
請
が
始
ま

り
ま
し
た
。
補
助
事
業
実
施
者
か
ら

詳
細
が
公
表
さ
れ
次
第
、
情
報
提
供

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
返
納
者
に
は
、

か
わ
み
ん
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
が
減

額
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

自
動
車
税
の
納
税
送
付
書
の
中

に
サ
ポ
カ
ー
補
助
対
象
に
な
る
車
種

一
覧
と
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
添
付
し
て

は
。
ま
た
、
返
納
者
が
運
転
経
歴
証

明
書
を
発
行
す
る
と
１
，
１
０
０
円

の
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
を

補
助
し
て
は
。

答　

一
覧
表
は
税
務
課
と
協
議
研
究

し
ま
す
。
返
納
者
の
補
助
に
つ
い
て

は
、
嵐
山
町
で
の
例
が
あ
り
ま
す
の

で
、
調
査
研
究
し
ま
す
。　

問　

令
和
２
年
度
か
ら
の
学
校
跡

地
・
施
設
の
有
効
活
用
は
。

答　

廃
校
施
設
の
開
放
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
を
整
備
し
、
当
面
の
間

（
２
年
間
）
は
様
々
な
目
的
で
利
用

で
き
る
よ
う
試
行
的
に
運
用
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
社
会
が
弱
体
化
し
な
い

よ
う
に
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
や
歴
史

資
料
館
が
で
き
な
い
か
考
え
て
い
き

ま
す
。

問　

老
朽
化
し
た
公
民
館
を
廃
校
に

移
し
公
民
館
事
業
を
実
施
で
き
な
い

か
。　

答　

公
民
館
活
動
を
校
舎
に
誘
導
す

る
方
向
で
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

施
設
を
ど
う
す
る
の
か
は
、
今
後
、

公
民
館
長
や
関
係
団
体
と
協
議
し
ま

す
。

問　

小
学
校
規
模
適
正
化
計
画
で
は

令
和
４
年
度
ま
で
を
小
中
一
貫
教
育

推
進
の
た
め
の
研
究
期
間
に
定
め
て

い
る
が
、
取
組
み
状
況
は
。

答　

川
島
町
小
中
一
貫
教
育
推
進
協

議
会
を
30
年
度
に
設
置
し
調
査
、
研
究
、

協
議
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
施

設
一
体
型
の
義
務
教
育
学
校
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
児
童
の
体

力
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
が
、
全

国
体
力
運
動
能
力
調
査
の
結
果
は
。

答　

小
学
校
５
年
男
女
と
も
県
平
均

を
上
回
る
調
査
結
果
で
し
た
。
県
の

新
体
力
テ
ス
ト
で
も
平
均
を
上
回
り

体
力
の
低
下
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　

文
科
省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
で
パ
ソ
コ
ン
等
の
機
器
を
ど
の

よ
う
に
整
備
す
る
の
か
。

答　

国
か
ら
示
さ
れ
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
沿
い
校
内
高
速
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
令
和
２
年
度
中
に
整
備
し
、

一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
は
４
年
間
で

段
階
的
に
整
備
し
ま
す
。

廃
校
体
育
館
や
校
庭
の
利
用
は
。

職
員
を
配
置
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

老朽化した公共施設の機能統合を
（出丸公民館・昭和48年建設）

あ ら い こえ つあ ら い こえ つ

新 井　　悦 子新 井　　悦 子
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平成の森公園リニューアルへ

町民体育祭の見直しを検討

　
　

日
本
の
将
来
、
推
計
人
口
は
２

０
６
０
年
に
は
、
９
３
０
０
万
人
ま

で
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
島
町
も
昨
年
、
12
月
に
は
２
万
人

を
割
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
外
に
お
住
み
の
方
が
、

別
荘
感
覚
や
民
泊
と
い
っ
た
も
の
で

週
末
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
農
業
体

験
が
で
き
る
施
策
や
小
江
戸
川
越
の

観
光
客
を
川
島
町
ま
で
足
を
運
ん
で

頂
け
な
い
か
。

答　

地
域
外
の
人
材
で
あ
る
関
係
人

口
が
地
域
づ
く
り
の
新
た
な
担
い
手

と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
た
「
す

ぐ
ソ
コ
！
か
わ
じ
ま
ふ
る
さ
と
ビ
ジ

ネ
ス
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。
町
の
観
光

の
中
心
施
設
、
平
成
の
森
公
園
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
や
町
内
事
業
者
や

貸
農
園
、
観
光
農
園
と
連
携
し
町
の

特
産
品
に
よ
り
来
訪
者
の
消
費
促
進

を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
川

越
市
の
観
光
客
は
年
間
７
７
５
万
７

千
人
と
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
を
町
に
来
て
頂

け
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

質　

平
成
の
森
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
い
つ
か
ら
ど
の
位
の
予
算
で
行
う

の
か
。

答　

今
の
と
こ
ろ
未
定
で
は
あ
り
ま

す
が
、
来
年
度
コ
ン
セ
プ
ト
を
踏
ま

え
つ
つ
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質　

若
者
が
是
非
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

の
設
置
を
期
待
し
て
い
る
が
で
き
る

の
か
。

答　

都
市
公
園
条
例
の
関
係
で
制
限

規
定
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
条
例
改
正

等
整
理
を
す
れ
ば
可
能
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
設
備
の
改
修
等

の
予
算
と
運
用
面
で
の
研
究
が
必
要

に
な
り
ま
す
。　

平
成
の
森
公
園
に
Ｂ
Ｂ
Ｑ
場
は
。

問　

小
学
校
や
幼
稚
園
・
地
区
運
動

会
を
考
え
て
町
民
体
育
祭
の
開
催
時

期
や
中
止
の
考
え
は
。

答　

町
民
体
育
祭
は
生
涯
学
習
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
等
を
計
画
す
る
中
で
総

合
的
に
事
業
内
容
を
検
討
し
ま
す
。

問　

町
民
体
育
祭
と
地
区
体
育
祭
と

も
に
開
催
し
て
い
る
市
町
村
は
。

答　

比
企
地
区
で
は
実
施
し
て
い
る

市
町
村
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
予
防
対
策
は
。

答　
「
や
す
ら
ぎ
の
郷
」
や
「
か
わ

み
ん
ハ
ウ
ス
」
等
は
休
館
し
て
い
ま

す
。

　

小
中
学
校
は
臨
時
休
校
に
し
て
卒

業
式
は
卒
業
生
と
先
生
で
行
い
、
保

育
園
は
、
う
が
い
手
洗
い
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
の
徹
底
と
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
を
設
置
、
学
童
ク
ラ
ブ
に
は
マ
ス

ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
優
先
的

に
配
給
し
ま
す
。

問　

児
童
生
徒
を
対
象
に
学
校
図
書

室
や
体
育
館
、
校
庭
、
図
書
館
、
コ

ミ
セ
ン
等
を
開
放
で
き
な
い
か
。

答　

児
童
生
徒
の
健
康
、
安
全
を
考

え
る
と
現
時
点
で
は
開
放
は
厳
し
い

状
況
で
す
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
学
校
の

先
生
が
協
力
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

答　

学
童
ク
ラ
ブ
か
ら
要
請
が
あ
れ

ば
学
校
長
と
調
整
は
可
能
で
す
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

税
収
へ
の
影
響
は
。

答　

す
で
に
国
内
経
済
へ
の
影
響
が

出
て
お
り
、
法
人
町
民
税
へ
の
影
響

を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

問　

地
元
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
活
用
方
法
は
。

答　

町
内
業
者
の
影
響
が
最
小
限
に

な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
民
体
育
祭
の
開
催
見
直
し
は
。

生
涯
学
習
事
業
を
計
画
す
る
中
で

総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

さ い いさむどさ い いさむど

道祖土　　　証道祖土　　　証

と うか すすむと うか すすむ

加 藤　　　　　進加 藤　　　　　進

予
算
と
運
用
面
で
研
究
が
必
要
。
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いっぱん質問

川島インターチェンジ南側周辺地域

はしご付消防自動車

問　

本
年
３
月
末
日
、
埼
玉
中
部
資

源
循
環
組
合
が
解
散
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
川
島
町
は
現
在
の
ゴ
ミ
処
理

施
設
を
延
命
し
、
10
年
間
位
修
繕
し

て
使
用
す
る
と
し
て
い
る
が
、
い
ず

れ
は
使
用
で
き
な
く
な
る
の
で
イ
ン

タ
ー
南
開
発
及
び
そ
の
周
辺
に
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
誘
致
す
る
と
共
に
、

こ
の
施
設
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
農
業

振
興
、
農
業
観
光
に
力
を
入
れ
た
セ

ン
タ
ー
建
設
を
希
望
し
ま
す
が
町
の

考
え
は
。

　
　

川
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
川
島
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
南
側
地
区
を
産
業

団
地
と
し
て
開
発
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組

合
が
３
月
31
日
解
散
が
確
実
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
ご
み
焼
却
施

設
に
つ
い
て
、
川
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
土
地
利
用
の
推
進
と
と

も
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
可

能
か
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

川
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
南
側
地

区
の
開
発
と
と
も
に
、
将
来
を
左
右
す

る
非
常
に
重
要
な
事
項
で
す
の
で
、

第
６
次
総
合
振
興
計
画
の
作
成
に
併

せ
、
町
と
し
て
の
方
針
や
位
置
づ
け

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ご
み
処
理
場
を

イ
ン
タ
ー
南
開
発
及
び
そ
の
周
辺
に
。

将
来
の
町
計
画
に
併
せ
て

検
討
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
川
越
地
区
消
防
組
合
議

会
第
４
回
臨
時
会
が
12
月
26
日
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
、
１
件

で
す
。

　

議
案
審
議
の
前
に
、
空
席
と
な
っ

て
い
ま
し
た
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

指
名
推
選
に
よ
り
、
道
祖
土
証
議
員

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
11
号
、
は
し
ご
付
消
防
自

動
車
の
取
得
の
変
更
に
つ
い
て
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。
変
更
の
理
由
は
、

６
月
の
臨
時
会
に
お
い
て
取
得
の
議

決
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
入
札
時
の
消

費
税
８
％
で
契
約
を
締
結
し
て
い
ま

し
た
が
、
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
変
更

契
約
の
必
要
性
が
生
じ
ま
し
た
。
消

費
税
増
税
分
３
８
９
万
４
千
円
を
追

加
し
、
２
億
１
千
４
１
７
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

質
疑
の
後
、
全
員
賛
成
で
原
案
可

決
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
（
小
峯
）

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会

じけ んお だ か おは るお だ か おは る

小 高　　春 雄小 高　　春 雄

道
祖
土　

証

森
田　

敏
男

小
峯　

松
治



　

令
和
２
年
第
１
回
比
企
広
域
市
町

村
圏
組
合
議
会
定
例
会
の
報
告

　

定
例
会
は
２
月
４
日
東
松
山
市
議

会
議
場
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号
は
、
比
企
広
域
公
平

委
員
会
委
員
に
小
川
町
飯
野
和
男
氏

を
選
任
す
る
件

　

議
案
第
２
号
は
、
東
松
山
斎
場
建

設
工
事
の
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更

す
る
件

　

議
案
第
３
号
は
比
企
広
域
市
町
村

圏
組
合
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬

等
に
関
す
る
件

　

議
案
第
４
号
は
一
般
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
、
一
般
職
の
任
期
付

き
職
員
採
用
に
関
す
る
件

　

議
案
第
６
号
は
公
平
委
員
会
を
共

同
設
置
す
る
規
約
変
更
に
つ
い
て
の

件
　

議
案
第
７
号
は
一
般
会
計
補
正
予

算
に
関
す
る
件

　

議
案
第
９
号
は
斎
場
及
び
霊
柩
自

組合議会
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動
車
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
件

　

議
案
第
10
号
は
介
護
認
定
及
び
障

害
支
援
区
分
審
査
会
特
別
会
計
補
正

予
算
の
件

　

議
案
第
11
号
は
令
和
２
年
度
一
般

会
計
予
算
を
歳
入
歳
出
７
３
０
０
万

円
に
す
る
件

　

議
案
第
13
号
は
斎
場
及
び
霊
柩
自

動
車
事
業
特
別
会
計
予
算
を
歳
入
歳

出
14
億
１
２
０
０
万
円
に
す
る
件

　

議
案
第
14
号
は
、
介
護
認
定
及
び

障
害
支
援
区
分
審
査
会
特
別
会
計
予

算
を
歳
入
歳
出
６
３
０
０
万
円
に
す

る
件

　

議
案
第
15
号
は
公
平
委
員
会
特
別

予
算
を
歳
入
歳
出
70
万
円
に
す
る
件

で
す
。

　

全
議
案
、
全
員
賛
成
を
も
っ
て
原

案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
が

行
わ
れ
た
後
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
報
告
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

(

石
川)

　

２
月
６
日
に
定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
管
理
者
の
行
政
報
告
で
、

８
月
26
日
に
行
わ
れ
た
協
議
会
で
は
、

令
和
２
年
３
月
31
日
に
解
散
す
る
こ

と
を
決
定
し
、
残
る
事
務
は
吉
見
町

に
承
継
す
る
な
ど
を
協
議
し
て
い
く

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号
は
「
埼
玉
中
部
資
源

循
環
組
合
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
」

　

議
案
第
２
号
は
「
埼
玉
中
部
資
源

循
環
組
合
財
政
調
整
基
金
条
例
及
び

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
施
設
整
備

基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
」

　

議
案
第
３
号
「
比
企
広
域
公
平
委

員
会
を
共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
同
委
員
会
の
規

約
変
更
に
つ
い
て
」

　

議
案
第
４
号
は
「
令
和
元
年
度
埼

玉
中
部
資
源
循
環
組
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）」
で
す
。
繰
入
金

や
分
担
金
の
調
整
に
よ
り
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
億
１
４
３
３
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
９
億
９
６
２
２
万
９
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

す
べ
て
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
議

決
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
小
高
）

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
議
会

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
議
会

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会爲

水　

順
二

石
川　

征
郎

爲
水　

順
二

小
高　

春
雄



ＴＥＬ ： ２９９-１７５９（直通）
「川島町議会だより」に対する感想や、ご意見・ご要望が
ありましたら議会事務局までご連絡ください。

　

今
回
の
子
ど
も
議
会
で
は
13
名
の
子

ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
こ
ん
な

事
を
や
っ
て
欲
し
い
！
」「
こ
の
事
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
」
と
子
ど
も
の

目
線
か
ら
町
を
見
つ
め
て
、
気
に
な
っ

た
こ
と
や
率
直
な
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
私
達
大
人
は
、
こ
の
要
望
は
「
出

来
る
・
出
来
な
い
」
で
考
え
て
整
理
し

て
し
ま
い
ま
す
が
、
子
ど
も
達
の
素
直

な
感
性
に
は
学
ぶ
事
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

令
和
元
年
度
は
、
議
会
の
改
選
が
行

わ
れ
て
新
人
議
員
も
５
名
加
わ
り
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
録
画
配
信

も
始
ま
り
ま
し
た
。
各
議
会
で
の
町
政

一
般
質
問
に
取
り
組
む
議
員
も
多
く
な

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
議
会
へ

届
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
２
年
度

の
議
会
だ
よ
り
４
月
号
か
ら
は
ペ
ー
ジ

も
増
え
ま
す
。
議
会
の
様
子
を
子
ど
も

た
ち
の
感
性
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
よ

り
丁
寧
に
分
か
り
易
く
お
伝
え
し
て
ま

い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
渋
谷
）

表

紙

解

説
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月2

月3

月4

　

川
島
町
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
13
名
の
子
ど
も
議
員
が
町
が
住
み
や

す
く
な
る
た
め
に
普
段
考
え
て
い
る
こ
と

を
ス
ト
レ
ー
ト
に
質
問
を
し
て
い
ま
し

た
。
初
め
て
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と
発
表
す
る
姿
は

新
鮮
で
し
た
。
将
来
、
町
と
日
本
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
き
っ
か
け
と
な
れ

ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

さ
て
、
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
い
て
、
平
常
の
生
活
が
ま

ま
な
ら
な
い
現
状
で
す
。
手
洗
い
、
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
基
本
を

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
密
を
避
け
る
努

力
が
必
要
で
す
。
今
で
き
る
こ
と
を
確
認

し
合
い
な
が
ら
一
日
も
早
い
終
息
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

  　
　
　
　

 　

（
写
真
・
文
章
／
新
井
）

議会日誌

委
員
長

副
委
員
長

委

員

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

相
談
役

新　

井　

悦　

子

渋　

谷　

幸　

司

柴　

田　

一　

典

粕　

谷　

克　

己

矢　

内　

秀　

憲

加　

藤　
　
　

進

爲　

水　

順　

二

議
会
報
編
集
委
員
会

比企郡町村議会議員研修会

川島町子ども議会

議会運営委員会

議会全員協議会

３月定例会

議会全員協議会

議会報編集委員会

議会報編集委員会

　

議会運営委員会

議会全員協議会

議会報編集委員会

５日

８日

２０日

27日～１2日

１２日

３０日

１５日

※小中学校の卒業式と入学式について
は、新型コロナウイルス対策のため、
来賓の招待はなくなりました。

町長へ見直し案の提言町長へ見直し案の提言
　町では、太陽光発電施設が多く設置されるようになり、住民
から、周辺環境との不調和や良好に管理された農地、湛水機能
等への影響、及び将来にわたり太陽光発電施設が適正に維持管
理されるか危惧する声がありました。
　このような事から、令和元年１２月６日議会において「太陽
光発電施設設置に対する法整備を求める意見書」を可決し、国
の関係機関へ送付しました。町に対しては「川島町太陽光発電
施設の設置に関する要綱」について、維持管理等を強化する見
直し案を提言しました。

大規模災害時における
　　議会の対応を明確化
大規模災害時における
　　議会の対応を明確化
　令和元年１０月の台風１９号被害状況及び災害対策を検証し
た結果、災害時における町議会及び議員の対応について、具体
的な方針を定める必要があるとの意見から、現在の「川島町議
会における災害対策要領」を見直し、新たに「川島町議会災害
対策会議設置要綱」を設置し、大規模災害時における議会及び
議員としての責務と役割を明確化しました。

議案審議 一般質問

中止になりました
６
11 木

※傍聴につきましては、新型コロナ
　ウィルス対策のためご遠慮願いま
　す。


